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研究成果の概要（和文）：1780年代に成立したカタルーニャ綿業の流通生産構造は、シュレージェン等から輸入
された亜麻布がバルセローナの更紗製造企業で捺染された後にスペイン領アメリカ植民地へ輸出され、その対価
として植民地から綿花が輸入され、その綿花で作られた更紗が国内市場で販売されるというものだった。これ
は、「亜麻布」という「ヨーロッパ在来の古い物産」に「捺染」という「ヨーロッパにとっての新しい技術」を
施した捺染亜麻布を植民地へ輸出し、その対価として「長繊維のアメリカ綿」という「ヨーロッパにとっての新
しい材料」を輸入することで、マルタ綿糸という「相対的に古い材料」から脱却していったと解釈できるという
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The commercial and productive structure of the 1780s Catalan cotton industry
 was as follows. A large amount of white linen cloth produced in Silesian and northern France were 
imported into Barcelona, where they were printed in calicoes factories and re-exported to Spanish 
America. In exchange for the export of this printed linen, raw cotton (American cotton) was imported
 from Spanish America, and printed calicoes made of this material were principally consumed in the 
Spanish market. 
Using historical documentations, our investigation clarified that this structure can be interpreted 
as follows. Export printed linen to Spanish America and import raw cotton meant that export "a 
European old product (linen cloth)" decorated with a “new technology for Europe (printing)", and 
import "a new material for the Europe" which has a long fiber, that is American cotton. With this 
new material, Catalan manufacturers could be liberated from the domination of "a relatively old 
material (Maltese yarn).

研究分野：カタルーニャ経済史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）バルセローナを中心都市とするカタル
ーニャは、18 世紀末から 19 世紀前半にかけ
て、綿業を主導部門とする産業革命がスペイ
ンで唯一生じた地域であり、工業化が必ずし
も国家単位ではなくむしろ地域単位で生じ
た現象であることを明瞭に示している事例
といえる。同地は現在もスペインの GDP の約
20％を占め、スペイン経済のエンジンと呼ば
れている。また、スペイン経済の中心地であ
ると同時に、独自の言語・文化・メンタリテ
ィー・アイデンティティを持つ地域でもあり、
近年は、スペインによる同化政策や財政政策
に反発して、独立運動が盛んになっている。 
  
（２）そもそもヨーロッパの綿工業というの
は、17･18 世紀のヨーロッパで爆発的に流行
したインド産を中心とするアジア産更紗
（様々な文様に染色された綿布）の輸入代替
産業として生じたものであり、いわゆる産業
革命とは、アジアの風土のなかで育まれた高
度に熟練を必要するアジア産更紗を輸入代
替するために行われた創意工夫から生じた
技術や生産組織一連の革新に端を発するも
のである。カタルーニャ綿業もこのようなヨ
ーロッパ綿業の一つとして誕生し、カタルー
ニャの産業革命で主導的役割を演じること
になるのだが、そのカタルーニャ綿業は、18
世紀においては次のようないくつかの興味
深い特徴を有していた。 
①18 世紀初頭にバルセローナで誕生したカ
タルーニャ綿業では、更紗（捺染綿布）製造
企業がマルタ綿糸（レヴァント綿糸の一種）
を用いて純綿布の更紗を製造し国内市場に
販売していた。 
②1780 年代に入ると、カタルーニャ産葡萄蒸
留酒をオランダ等に輸出した対価としてシ
ュレージェン等から輸入された亜麻布がバ
ルセローナの更紗製造企業で捺染された後
にスペイン領アメリカ植民地へ輸出され、そ
の対価として今度は植民地から綿花が輸入
され、その綿花で作られた更紗が国内市場で
販売されるという流通生産構造が成立した。 
これにより、カタルーニャ綿業では、マルタ
商人が独占的に供給するマルタ綿糸からの
脱却が可能になった。植民地綿（アメリカ綿）
で織られた綿布も、それが紡車によるもので
あろうと機械によるものであろうと純綿布
だった。ちなみにカタルーニャでは 1784 年
にジェニー紡績機が、92 年にアークライト水
力紡績機が導入されている。 
 
２．研究の目的 
しかし上記の説明をもってしても、１）植民
地へ輸出されていた捺染亜麻布とは何だっ
たのか、２）その植民地への輸出は、どの程
度に植民地産綿花の輸入を意図したものだ
ったのか、３）マルタ綿糸への依存からの脱
却は、なぜレヴァント綿ではなく植民地産綿
花（アメリカ綿）である必要があったのか、

というような疑問が残る。 
他方、鈴木良隆氏は、短繊維のアジア綿（レ
ヴァント綿も含まれる）では経糸用綿糸の紡
績に高度な熟練が必要とされたが、長繊維の
アメリカ綿を用いることで、ヨーロッパでも
在来の技術（紡車）を用いた純綿布の生産が、
アークライトの水力紡績機以前にすでに可
能となったという問題提起をしている。 
そこで、鈴木氏の見解をカタルーニャに当
てはめると、1780 年代に成立した同綿業の流
通生産構造とは、「亜麻布」という「ヨーロ
ッパ在来の古い物産」に「捺染」という「ヨ
ーロッパにとっての新しい技術」を施した捺
染亜麻布を植民地へ輸出し、その対価として
「長繊維のアメリカ綿」という「ヨーロッパ
にとっての新しい材料」を輸入することで、
マルタ綿糸という「相対的に古い材料」から
の脱却を目指したのではないか、という仮説
を立てることができる。この仮説を検証する
ことが、本研究の目的である。 
  
３．研究の方法 
カタルーニャ州立図書館に所蔵されている、
バルセローナの更紗製造企業の企業者団体
だったバルセローナ紡績会社関係の文書、18
世紀末～19 世紀初頭にかけてバルセローナ
で最大の規模の更紗製造企業だったゴニマ
社の文書、18世紀半ばの同地の代表的更紗製
造企業だったアレーグラ社の史料を含むカ
スタリェット文書、カタルーニャ公文書館に
所蔵されている 18 世紀末～19 世紀初頭にか
けてバルセローナで最も重要な更紗製造企
業の一つだったカスタニェー社の文書（販売
台帳や書簡）などを用いて、先に記した仮説
を検証する手がかりを探った。また、バルセ
ローナの諸大学の研究者との情報交換を行
った。 
 
４．研究成果 
（１）捺染亜麻布とは何だったのか、という
点について 
織物への捺染というのは、大まかに言うと、
本来は 17・18 世紀のヨーロッパにとっての
「新物産」だった捺染綿布（＝ヨーロッパ産
模造更紗）に施されていた仕上げ技術だった。
「新物産」だったというのは、以下の諸点に
おいてである。①そもそも、着心地が良く洗
濯も容易な綿布そのものが17･18世紀のヨー
ロッパにとっては新物産だった。②綿布は更
紗（様々な文様に染色された綿布）という形
で17･18世紀のヨーロッパにアジアからもた
らされたのだが、インド産を中心とするアジ
ア産更紗には、ヨーロッパ人の舶来趣味を満
足させるエキゾチックな文様が施されてい
たため、着心地のよさと相まって、爆発的な
消費ブームをもたらした。③インド産更紗は
高度な熟練を必要とする手染めにより仕上
げられていたのだが、ヨーロッパで模造生産
された更紗では手染めではなく捺染が施さ
れていて、この、織物に捺染を施すというこ



とが、大雑把に言うとこれまたヨーロッパに
おいては「新しい」出来事だった。 
従って捺染亜麻布というのは、捺染綿布
（ヨーロッパ産模造更紗）というヨーロッパ
にとっての「新物産」に施されていた基本的
には「新しい仕上げ技術」である捺染を、亜
麻布という「ヨーロッパにとっての在来の古
い物産」に施した商品であるといえる。本来
は綿布に施すための仕上げ技法だったため、
それを亜麻布へ施すに際しては、初期の段階
では色々と試行錯誤があったことが史料か
ら分かる。例えば、バルセローナで亜麻布へ
捺染が始まった 1760 年代半ば、当時の代表
的更紗製造企業のアレーグラ社の書簡には、
亜麻布に赤色が定着しづらく、更紗製造業者
たちが悪戦苦闘している様子が次のように
描かれている。「それら［の捺染亜麻布］は、
その美しさゆえに売れる見込みはあるもの
の、少し洗っただけで肉色〔赤色の一種〕が
痩せてしまうという欠陥があります。なぜな
ら、亜麻布は綿のようには染料を吸収しない
からです｣。 
 
（２）植民地への捺染亜麻布の輸出は、どの
程度に植民地産綿花の輸入を意図したもの
だったのか、という点について 
バルセローナで亜麻布捺染が始まったき
っかけは、1760 年の法令が、1728 年の法令
が輸入を禁止した外国産の綿布と捺染布を
20％の関税の支払いを条件に輸入解禁とし
たことにあった。とりわけアレーグラ社の史
料等から分かった重要なことは、更紗製造業
者たちは、この法令を受けて、外国産捺染亜
麻織物と対抗するためにフランス産やオラ
ンダ産の上質白亜麻布の捺染を始めたとい
うことである。鈴木良隆氏も指摘するように、
上質の亜麻布の質は当時の一般的なヨーロ
ッパ産綿布の質よりもはるかに質が高かっ
た。ちなみに、白亜麻布はスペインでは常に
輸入が許可されていた。また、1768 年に外国
産捺染布は再度輸入禁止となっている。 
1760 年代の捺染亜麻布の生産量は僅かな
ものだったのに対し、1770 年代半ばになると
捺染亜麻布の製造は急増する。これは、合衆
国独立戦争の影響でイギリス産毛織物の輸
入が途絶え、その代替品として、プラティー
リャスと呼ばれたシュレージェン産の亜麻
布の輸入が急増したためだった。プラティー
リャスの値段は、上記のフランス産上質亜麻
布に比べればより手頃なものだった。販路に
関しては、合衆国独立戦争までの捺染亜麻布
は、ほとんどが国内市場で販売されていた。 
ところが、合衆国独立戦争が終了した 1783
年以降、特に 84 年以降、捺染亜麻布は植民
地に大量に輸出されるようになる。その理由
は、①1778 年に出された「自由貿易規則」に
よって、輸入品であっても国内で加工された
ものについては、植民地への輸出に際して関
税上国産品として扱われることになったこ
と、②合衆国独立戦争が終了し、スペインと

の貿易が途絶えて物資が極めて不足してい
た植民地との貿易が再開され、植民地特需と
いえるような状況が生じたこと、（ただし
1786 年から数年間は特需の反動の不況期と
なった）、③植民地の気候が亜麻布に適して
いたこと、④そして、捺染亜麻布を輸出した
対価として植民地産綿花が輸入されていこ
と、などが挙げられる。 
そして、最後の④に関してだが、マルタ綿
糸の独占的供給業者であるマルタ商人の支
配を崩すためにバルセローナの更紗製造企
業が共同で設立したバルセローナ紡績会社
の史料（書簡）から、同紡績会社が、1784-85
年前後に植民地産綿花を輸入するために、会
員企業の製造した捺染亜麻布を輸出してい
たことが分かった。つまり、捺染亜麻布が植
民地へ大量に輸出されるようになった 1784
年以降のほぼ最初の段階から捺染亜麻布は
綿花の購入を目的として植民地へ輸出され
ていたのである。また、1804 年にバルセロー
ナ更紗製造企業が合同で王室に提出した請
願書にも、1797－1801 年の対英戦争以前は、
バルセローナから植民地のカタルタヘーナ
だけで、毎年 10 万反という大量の捺染亜麻
布が植民地へ送られ、綿花の購入に当てられ
たことが明記されている。このように、捺染
亜麻布の植民地への輸出は、綿花の輸入をは
っきりと意図したものだったことは明白だ
といえる。 
以上のことから、「ヨーロッパにとっての
在来の古い物産」である亜麻布に、本来は更
紗（捺染綿布）という「ヨーロッパにとって
の新しい物産」に施されていた「新しい仕上
げ技術」である「捺染」を施した商品である
捺染亜麻布をスペイン領アメリカ植民地へ
輸出して、「ヨーロッパにとっての新物産」
である更紗の材料である綿花を輸入してい
たという解釈が成り立つといえる。 
ただし、捺染亜麻布が国内でもかなり売ら
れていたことは忘れてはならない。捺染亜麻
布は、合衆国独立戦争が終了するまでは、専
ら国内で販売されていたし、この戦争以後、
特に 1784 年以降に捺染亜麻布が大量に植民
地へ輸出されるようになってからも、実は少
なからぬ量 が国内で販売されていた。1789
年に実施された調査では少なくとも 30％が、
また奥野がカスタニェー社の販売台帳で調
べたところでは、同社の場合、ほぼ 80 年代
を通して更紗を上回る量の捺染亜麻布が国
内で販売されている。つまり、「古い物産」
である亜麻布に、「新しい仕上げ技術」であ
る捺染を施した捺染亜麻布は、植民地だけで
なく、ヨーロッパ、あるいは少なくともスペ
インにおいても十分に魅力的な商品だった
といえるだろう。種類と価格帯が幅広かった
ことも捺染亜麻布の更紗に対する強みだっ
たと思われる。ただし、カスタニェー社の場
合、90 年代に入ると、更紗の生産量が捺染亜
麻布を上回っていく。 
 



（３）マルタ綿糸への依存からの脱却は、そ
もそもなぜレヴァント綿ではなく植民地産
綿花（アメリカ綿）である必要があったのか、
という点について 
マルタ綿糸とはレヴァント綿をマルタ島
で紡いでマルタ商人によって供給されてい
た綿糸で、1717 年と 28 年の法令で、輸入代
替を意図して外国産綿製品の輸入が禁止さ
れた際、防疫上の理由やスペインとの歴史的
繋がり等から、マルタ綿糸だけは輸入が許可
された経緯があった。 
マルタ商人がカタルーニャ産綿布の材料
である綿糸の独占供給業者となっていたた
め、バルセローナの更紗製造業者はマルタ商
人に対して、綿糸が太いにもかかわらず値段
を吊り上げている、等々の不満を抱くことが
少なくなかった。更紗製造業者が単独または
共同で 1760～70 年代に綿糸のカタルーニャ
での内製を試み始めるのは、このようなマル
タ商人の独占を突き崩すためだった。そして、
60～70 年代では、恐らくは植民地産綿花供給
が不十分だったこともあり、レヴァント綿花
を用いた紡績も行われていた。 
ところが、合衆国独立戦争が終わった 1783
年に更紗製造業者が共同出資してバルセロ
ーナ紡績会社を設立し、農村部で本格的に綿
紡績が行われるようになって以降は、綿花は
専ら植民地産綿花（アメリカ綿）が使われる
ようになった。もちろん、これには、植民地
での綿花栽培が安定的に行われるようにな
ったということもあるが、とはいえ、なぜレ
ヴァント綿ではなく植民地産綿花でなけれ
ばならなかったのか。 
この問いを解く証言として奥野が見つけ
ることができた史料の中で最も重要かつ最
も年代の早いものは、1797 年に始まった対英
戦争によりマルタ綿糸と植民地産綿花の双
方の輸入が困難になった 1798 年に、当時バ
ルセローナで最大規模の更紗製造業者だっ
たゴニマにより書かれた書簡の中にある。ゴ
ニマは、仕方なくレヴァント綿を使った結果
として、次のように書きとめている。「手前
どもがたくさん消費するのはアメリカ綿の
方です。レヴァント綿は機械で紡績するには
向きません。なぜなら、〔レヴァント綿の〕
繊維が短く、汚く、重いからです」 。「こち
らでも機械で紡績しておりますが、レヴァン
ト綿はすべからく繊維が短く、紡績するのに
とても苦労しますし、そのほとんどが埃とな
ってしまいます」 。このように、レヴァン
ト綿は植民地産綿花（アメリカ綿）と比べて
繊維が短く、機械での紡績に向いていないこ
とが分かる。 
ここでは、機械紡績の場合についてのアメ
リカの優位性（しかも圧倒的な）が語られて
いる。ちなみに、カタルーニャには 1784 年
にジェニー紡績機が、92 年にアークライト水
力紡績機が、1806 年にミュール紡績機が導入
されている。だが、植民地産綿花による紡績
が本格的に始まった 1780 年代では、まだ紡

車による紡績が圧倒的に主流だったと思わ
れるのだが、紡車での場合に限定した記述に
はまだ遭遇できていない。 
ただし、対英戦争終盤の 1801 年にバルセ
ローナ紡績会社が王室に提出した陳情書に
は、「綿布や更紗を作るに際して、アメリカ
〔植民地〕綿と王国（スペイン本国のこと）
綿の質は、レヴァント綿とは比較にならない
ほど優れています。それゆえに、この原料（ア
メリカ綿のこと）は増加し普及することとな
り、その売買と栽培が盛んになってきていま
す」と、機械紡績に限定しないより一般的な
記述がされている。ちなみに、ここでは、対
英戦争の影響により、農村部ではやむなくレ
ヴァント綿を用いた紡績が行われているこ
とも書かれているが、その紡績のすべてが機
械紡績だったとは考え難い。ともかく、以上
の史料での記述から、長繊維であるアメリカ
綿を使った紡車での紡績がレヴァント綿の
それよりも容易で綿糸の質もより高かった
であろうことは容易に想像がつく。 
もう一点、この史料から分かる重要な点は、
対英戦争で植民地産綿花の輸入が困難にな
ったことで、スペイン本国のモトリル（アン
ダルシーア）やアイビッサ島で行われるよう
になっていた綿花栽培で栽培されていた綿
花は、アメリカ綿だったことが分かるという
ことである。これは、他の類似の史料からも
裏付けられる。 
  
（４）まとめ 
以上のことから、1780 年代に成立したカタル
ーニャ綿業の流通生産構造では、「ヨーロッ
パにとっての在来の古い物産」である亜麻布
に、本来は更紗（捺染綿布）という「ヨーロ
ッパにとっての新物産」に施されていた「新
しい仕上げ技術」である「捺染」を施した商
品である捺染亜麻布がスペイン領アメリカ
植民地へ輸出され、「ヨーロッパにとっての
新物産」である更紗の材料である綿花を輸入
されていた。そして、その綿花とは、「長繊
維のアメリカ綿」という「ヨーロッパにとっ
ての新しい材料」だったのであり、それによ
って、マルタ綿糸という「相対的に古い材料」
からの脱却が達成されたといえる。また、「新
しい仕上げ技術」が施された「古い物産」で
ある捺染亜麻布は、1790 年代まではスペイン
国内でもかなり消費されていた。その消費が
1790 年代に減少していき、更紗の消費がさら
に増えていったのは、恐らくは、長繊維のア
メリカ綿が更紗の素材として中心となるこ
とで、カタルーニャ産更紗の質が向上したこ
とと無縁ではないのではないかと思われる。 
 なお、ここに記した研究成果は、論文にし
て学会誌等にできるだけ速やかに投稿する
予定である。 
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